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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第42期

第２四半期累計期間
第43期

第２四半期累計期間
第42期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 3,742,218 3,640,159 7,302,455

経常利益 (千円) 286,129 288,055 488,550

四半期(当期)純利益 (千円) 169,711 170,255 294,364

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 313,700 313,700 313,700

発行済株式総数 (株) 4,280,000 5,564,000 4,280,000

純資産額 (千円) 2,897,311 3,108,392 3,027,197

総資産額 (千円) 5,731,186 5,787,388 5,813,303

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 30.53 30.63 52.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 20.00

自己資本比率 (％) 50.6 53.7 52.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 26,717 △50,786 75,684

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △53,717 △118,964 △100,256

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △125,146 △80,131 △126,105

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 616,562 369,879 619,762

　

回次
第42期

第２四半期会計期間
第43期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 13.35 10.53

EDINET提出書類

兼松エンジニアリング株式会社(E01721)

四半期報告書

 2/18



　
(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４ 平成25年４月１日付で普通株式１株につき普通株式1.3株の割合で株式分割を行っております。第42期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

５ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

６ 第42期の１株当たり配当額の内訳は、普通配当12円、特別配当８円であります。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、外国為替の円安傾向での安定等により、輸出企業を中

心に景況感の本格的な回復が伝えられております。

当第２四半期累計期間の業績につきましては、前事業年度から引き続き、高水準の生産活動を維持し

ました。大口案件やレンタル向け強力吸引作業車・高圧洗浄車をはじめ、洗浄吸引型路面清掃車の納入

等もあり、全般的に好調に推移いたしました。この結果、前第２四半期累計期間と同水準の業績とな

り、受注も洗浄吸引型路面清掃車が好調等、引き続き高水準で推移しております。

業績(数値)につきましては、前第２四半期累計期間に比べ受注高は114百万円減の3,667百万円(前年

同四半期比3.0％減)、売上高は102百万円減の3,640百万円(前年同四半期比2.7％減)となりました。損

益につきましては、営業利益は９百万円増の279百万円(前年同四半期比3.7％増)、経常利益は１百万円

増の288百万円(前年同四半期比0.7％増)、四半期純利益は０百万円増の170百万円(前年同四半期比

0.3％増)を計上することとなりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末残高に比べ25百万円減少し、5,787百万円となり

ました。これは主に、売上債権の増加315百万円等はありましたが、現金及び預金の減少278百万円及び

たな卸資産の減少99百万円等によるものであります。

負債は、前事業年度末残高に比べ107百万円減少し、2,678百万円となりました。これは主に、引当金

の増加93百万円等はありましたが、仕入債務の減少174百万円等によるものであります。

純資産は、前事業年度末残高に比べ81百万円増加し、3,108百万円となりました。これは主に、剰余

金の配当85百万円等はありましたが、四半期純利益の計上170百万円によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果使用した資金は、50百万円(前年同四半期は得られた資金26百万円)となりました。こ

れは主に、税引前四半期純利益の計上はありましたが、売上債権の増加によるものであります。

投資活動の結果使用した資金は、前第２四半期累計期間に比べ65百万円増加し、118百万円(前年同四

半期比121.5％増)となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入はありましたが、定期預金の

預入による支出及び有形固定資産の取得による支出によるものであります。

財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期累計期間に比べ45百万円減少し、80百万円(前年同四

半期比36.0％減)となりました。これは主に、配当金の支払いによるものであります。

従いまして、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、前事業年度末残高に比べ249百

万円減少し、369百万円(前期比40.3％減)となりました。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は51百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,576,000

計 17,576,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,564,000 5,564,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,564,000 5,564,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 5,564,000 ― 313,700 ― 356,021
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

兼松エンジニアリング
従業員持株会

高知県高知市布師田3981-7 554 9.96

三  谷    浩  溢 高知県高知市 425 7.64

山  本    琴  一 高知県高知市 423 7.62

株式会社扇港鋼業所 兵庫県神戸市東灘区住吉南町三丁目1-5 326 5.86

山  口    隆  士 高知県高知市 311 5.60

山  本    吾  一 高知県高知市 262 4.72

柳  川    裕  司 高知県高知市 197 3.56

株式会社四国銀行 高知県高知市南はりまや町一丁目1-1 152 2.73

坂  本    洋  介 高知県高知市 133 2.41

NOMURA PB NOMINIEES LIMITED
OMNIBUS-MARGIN (CASH PB)
(常任代理人 野村證券株式会
社)

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,
UNITED KINGDOM
(東京都中央区日本橋一丁目9-1)
 

100 1.80

計 ― 2,887 51.90

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式   5,100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,557,900
55,579 ―

単元未満株式
普通株式

1,000
― ―

発行済株式総数 5,564,000 ― ―

総株主の議決権 ― 55,579 ―

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
兼松エンジニアリング株式会社

高知県高知市布師田
3981-7

5,100 ― 5,100 0.09

計 ― 5,100 ― 5,100 0.09
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年７月１日か

ら平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 859,682 581,470

受取手形及び売掛金
※１ 1,726,202 2,041,714

商品及び製品 112,647 162,428

仕掛品 644,919 501,185

原材料及び貯蔵品 267,364 262,196

繰延税金資産 107,062 158,860

その他 43,481 17,239

貸倒引当金 △5,723 －

流動資産合計 3,755,635 3,725,095

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 430,029 413,232

土地 1,254,363 1,254,363

その他（純額） 102,087 127,145

有形固定資産合計 1,786,480 1,794,740

無形固定資産 55,912 59,747

投資その他の資産

繰延税金資産 100,659 96,327

その他 125,009 119,955

貸倒引当金 △10,394 △8,477

投資その他の資産合計 215,274 207,805

固定資産合計 2,057,668 2,062,293

資産合計 5,813,303 5,787,388
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 1,934,530 1,759,840

未払法人税等 79,611 169,703

賞与引当金 143,924 250,049

役員賞与引当金 24,275 13,050

製品保証引当金 50,000 47,000

その他 312,917 196,708

流動負債合計 2,545,258 2,436,350

固定負債

退職給付引当金 138,714 140,507

その他 102,133 102,138

固定負債合計 240,847 242,645

負債合計 2,786,105 2,678,996

純資産の部

株主資本

資本金 313,700 313,700

資本剰余金 356,021 356,021

利益剰余金 2,355,129 2,439,864

自己株式 △1,773 △1,785

株主資本合計 3,023,077 3,107,800

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,120 592

評価・換算差額等合計 4,120 592

純資産合計 3,027,197 3,108,392

負債純資産合計 5,813,303 5,787,388
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 3,742,218 3,640,159

売上原価 2,877,242 2,749,710

売上総利益 864,975 890,448

販売費及び一般管理費
※１ 595,692 ※１ 611,197

営業利益 269,282 279,251

営業外収益

受取利息 100 67

受取賃貸料 6,723 7,342

その他 10,839 1,938

営業外収益合計 17,664 9,348

営業外費用

支払利息 31 19

為替差損 781 521

その他 3 3

営業外費用合計 817 544

経常利益 286,129 288,055

特別損失

固定資産除却損 77 37

特別損失合計 77 37

税引前四半期純利益 286,051 288,017

法人税、住民税及び事業税 107,155 165,227

法人税等調整額 9,184 △47,465

法人税等合計 116,340 117,762

四半期純利益 169,711 170,255
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 286,051 288,017

減価償却費 37,837 44,404

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,103 △7,640

賞与引当金の増減額（△は減少） 117,898 106,125

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △847 △11,225

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,000 △3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,662 1,792

受取利息及び受取配当金 △380 △600

支払利息 31 19

売上債権の増減額（△は増加） 118,321 △313,595

たな卸資産の増減額（△は増加） 84,337 99,120

仕入債務の増減額（△は減少） △157,401 △92,098

長期未払金の増減額（△は減少） △138,109 5

その他 △138,779 △87,378

小計 210,518 23,946

利息及び配当金の受取額 692 600

利息の支払額 △25 △19

法人税等の支払額 △184,467 △75,313

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,717 △50,786

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △175,852 △153,500

定期預金の払戻による収入 159,222 181,829

有形固定資産の取得による支出 △30,842 △107,870

無形固定資産の取得による支出 △13,976 △39,126

その他 7,731 △296

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,717 △118,964

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △36,000 －

リース債務の返済による支出 △868 －

配当金の支払額 △88,277 △80,119

その他 － △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △125,146 △80,131

現金及び現金同等物に係る換算差額 △807 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,954 △249,882

現金及び現金同等物の期首残高 769,516 619,762

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 616,562 ※１ 369,879
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

なお、前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の事業年度末日満期手形を満期日に決済が

行われたものとして処理しております。

　

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 65,134千円 ―

支払手形 215,908千円 ―

　

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給料 140,908千円 151,041千円

賞与引当金繰入額 105,247千円 117,583千円

役員賞与引当金繰入額 12,137千円 13,050千円

退職給付費用 3,439千円 1,599千円

貸倒引当金繰入額 △1,103千円 △6,386千円

製品保証引当金繰入額 1,000千円 △3,000千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 838,572千円 581,470千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △157,852千円 △157,852千円

預入期間が３ヶ月を超える定期積立金 △63,000千円 △53,000千円

別段預金 △1,158千円 △738千円

現金及び現金同等物 616,562千円 369,879千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１  配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日
定時株主総会

普通株式 94,072 22.00 平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１  配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日
定時株主総会

普通株式 85,520 20.00 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

当社は、環境整備機器関連事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

当社は、環境整備機器関連事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 30円53銭 30円63銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 169,711 170,255

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 169,711 170,255

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,558,832 5,558,832

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２ 平成25年４月１日付で普通株式１株につき普通株式1.3株の割合で株式分割を行っております。前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士    荒  井  憲 一 郎    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士    梅  原        隆    印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月12日

兼松エンジニアリング株式会社

取締役会  御中

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兼

松エンジニアリング株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第43期事業年度の第２四半期

会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日から平

成25年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、兼松エンジニアリング株式会社の平成25年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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